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飛行場の存在により伐採がなされ、一新たな林綾部が生じ
る場所は事業実施区域南東のターミナル側樹林地と、事業
実施区域北西に位置する農道付け替え部周辺樹林地であ
る。影響の範囲は、これらの樹林地のうち林綾部から林内

へ 100皿毎度の範囲と考えられる。
微気象の変化の影響範囲内と考えられる場所において生
育を確認 した重要な種は8種であり、これらのうち、風衝
地に生育する種 （ガランピネムチヤ）や、石灰岩の岩上に
生育する種 （ヒレザンショウ、ハリツルマサキ）、耕作地
に生育する種（イヌコウジュ）、草地に生育する種 （ヤリテ
ンツキ）は、生育環境の変化は極めて小さいものと考えら

・れるが、主に林内に生育する種 （カワリバアマクサシダ、
ヒジハリノキ、アコウネッタイラン）については、生育凍
境が変化し、生育状況が変化するおそれがあるものと予測
される。
なお、A 洞窟及び D 洞窟周辺の樹林地は現状のまま保存
されることから、微気象の変化はないものと考えられる。

◎韓境影響の回避 ・低減の検討
農道付け替え部付近及びターミナル側に残存する樹林地については、環境保全措置を
溝ずることにより、微気象の変化が林内まで及ぶことはなくなるものと考えられること
から、重要な種の生育状況に及ぼす環境影響は、事業者により実行可能な範囲内ででき
る限り回避 され、又は低減されてお り、環境の保全についての配慮が適正になされてい
ると評価 した。

◎国文は地方公共団体による凍境保全の基準又は目壕 との整合性に係る評価
沖縄県環境基本計画の中の 「事業別環境配慮指針J として．「飛行坊の設置又は変更の
事業 J において、 rその他、当該事業の実施に当た り、周辺乗境への影響について把握
し、乗境への影響を最小限にとどめるよう十分配慮する」と記載されており、これを環
境保全の基準又は目榛とする。
林綾部の植生の早期回復などの環境保全措置を誇ずることにより、重要な種の生育状
況に及ぼす影響は、最小限にとどめるよう十分配慮されていると考えられることから、
環境保全の基準又は目標と甲整合は図られているものと評価した。

■現況の林内が土地改変に伴

い林綾部となることにより、
農道付け替え部のカワリバア

マクサシダ、アコウネッタイ
ラン、ター ミナル周辺のカワ
リバアマクサシダ、ヒジハリ
ノキの生育環境が変化するお
それがあると予測 されること
から、伐採に伴い新たな林縁
部が生 じる樹林地について
は、林綾部の植生 （マン ト・
ソデ群落）の早期回復に努め
るとともに、植栽には可能な
限 り現地の植物を用いる。

環境保全措置ゐ効
具に係 る知見が不十
分であることから、
以下に示す事後調査
を行 う。

○調査項目

・植栽した株の活着状
況
○調査地点

・植裁箇所
○調査時期等

・エ事直前から3 年程
度

・植裁後 1 年間は月 1
回程度 とし、その後
状況 に応 じて見直
し、最低年に 2 回
○調査方法

・植裁した株の活着状
況を調査 し、必要に
応 じて生育環境の改
善を行 う


